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I Mp-12　錦絵に描かれた家具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉見静子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岐阜女大）

　　目的：官庁や大邸宅の洋館部に使用された家具については、すでに研究され、発表され

　ているものもあるが、庶民の間にどのように受け入れられていったか、という視点で研究

　されたものについては、浅学の私は知らない。そこで、幕末から明治初川に、庶民の問に

　流布した錦絵に描かれた家具に着目し、その様式とmm別に収集し。庶民階層への家具の

　導人の１経過として考察した。なお、この研究は昨年の大会に発衣した研究に関巡してお

　り、住生活の変遷に関する研究の一環である。

　方法：資料は「錦絵　幕末明治の歴史」1~11 (講談社昭和52年）を用いた。幕末のペリ

　ー来航から明治天皇の大葬までの歴史上の出来事が劇的に描かれており、その世相がよく

　理解できる。今回は椅子に着目し、椅子を描がいている錦絵i枚を取出し、その場面と椅

　子の形態、意匠、使用状態などについて整理した（]861～1905）。特に椅子の形態は錦絵

　独特のデフォルメがされており、それをできる範囲で修正してスケッチし、西洋の家具と

　比校し、そのM匠を明らかにした。

　結果：その種類は寝椅子・小椅子・肘掛け椅子・スツール・学童川の長椅子などがあり、

休息川のソファなどは見られない。意匠は平安時代の椅子に類似するもの、中国スタイル、

和洋折衷、ゴシックスタイル、ロココスタイル。ネオクラシシズムスタイル、アンピール

スタイル、アーリーアメリカンスタイルが見られる。なお、軍人が登場する場而にはアン

ピールスタイルの椅子が用いられており、俺子に類備似するものや和洋折衷のもののなか
にはm塗りの装飾的な椅子が見られる。

I Mp-13 家具等の色彩が室内雰囲気に及ぼす影響についての一考察

　　　　　　広島大　岩重博文

目的　　本研究では，室内装備とよばれる家具類のテクスチャーや色彩が，室内視環境要素として室内居

住性評価に深く関連していることに注目し，室内雰囲気の評価について考察する。具体的には，住居の寝

室を例にとり，ベッドカバー，カーテンなどの色彩と，壁および天井などとの色彩的な祖合わせによる評

価の違いを，縮尺模型を用いて検討する。これらより，室内空間の家具等についての色彩計画が，部屋の

雰囲気に及ぼす影響について考察し，今後の室内色彩計画の指針とする。

方法　　12畳の寝室の1/10サイズの縮尺模型を用い，家具等の色彩，壁面および天井面の色彩を変更する

場合の室内の雰囲気を評価する。室内にはベッドカバー，カーテン（２個所）,簡単な一対の肘掛け椅子

セットを置いた。予備実験により，壁および天井の色彩を３種類から１種類（ベージュ）にしぼった。ベ

ッドカバー，カーテンについては28種類の色彩の布により作成し, 7段階のSD法で評価させた。被験者

は39名であった。平均SD得点よりプロフィールを作成し，因子分析も行って因子構造を明らかにする。

結果　　1）実験により得られたＳＤ得点をもとに，クラスター分析の考え方に基づき28種類の布を分類し

たところ，快適性の視点から４つの色彩グループに分類できた。2）各グループの特徴より，空間の快適性

と家具等の色彩の明度および彩度とは密接な関係にあることを確認した。明度が高くても彩度を低くした

場合は快適性評価は高い。しかし，明度および彩度の両方が高い場合は評価が悪い。3）因子分析により，

快適性，活動性，様式に関する３つの因子を抽出することができた。

254


